
1

（大洲市長浜町　綱掛岩　撮影：俊野 健治）

　近年ではTVに楽天メディカルの三木谷さんが出演して光免
疫治療（アキャルックス治療）の特集が組まれたり、舌がんの
手術をうけた堀ちえみさんが復帰コンサートをしたり、喉頭が
んの手術をうけたつんく♂さんが保険のCMで活躍したりして
いますので認知度も高まっていますでしょうか。
　外科的治療・放射線治療・薬物療法などの集学的治療を高度
に組み合わせる必要があり、リハビリ部門や各種支持療法のサ
ポートも重要な役割を果たすことから、限られた専門施設や総
合病院・大学病院での治療となることが多いです。
　当がんセンターには松山市内はもとより愛媛県全域や香川
県、高知県の基幹病院からがん治療を目的に御紹介を受けるこ
とも多いですが、一方で、「大丈夫と思うけど念のためチェッ
クしてほしい」というかかりつけクリニックからの御紹介も幅
広く受けています。“がん”ではない良性腫
瘍に対する手術も行っていますし、内視鏡を
用いた甲状腺手術も積極的に行っています。
　高度ながん治療はもちろんですが、「がん
が心配」というみなさまの身近にあるがんセ
ンターでありたいと思っています。

患者さんの立場にたち人格を尊重し、科学と信頼に基づいた最良のがん医療を提供します。基本理念
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　今年の梅雨も終盤を迎え、真夏日があるかと思えば、あちこ
ちで大雨が降り、不安定な気象となっています。みなさまお元
気でお過ごしでしょうか。
　2023年４月より統括診療部長を拝命しました門田伸也と申
します。
　医療安全をはじめとした診療部全体のマネージメントに走り
回っています。
　元来、頭頸部がんや甲状腺がんの治療を専門としています。
　７月といえば７日の七夕
を連想されるかもしれませ
んが、じつは７月１日～
31日は『頭頸部外科月間』、
そして７月27日は『世界
頭頸部がんの日』とされて
います。ご存じないのも無
理はありませんが。

頭頸部がんとはなにか？
　舌がんをはじめとする口腔がん、咽頭がん、喉頭がん、唾液
腺がんなどが代表的な疾患となります。

頭頸部がんについて

（統括診療部長　門田 伸也）



暖だん10周年記念イベントを開催してREPORT
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だんだんちゃんヘルプキーホルダー

　令和５年６月24日（土）に設立10
周年記念イベントを暖だんで開催し
ました。「患者・家族総合支援セン
ター（通称　暖だん）」は、第２次
愛媛県地域医療再生計画に基づき

「がんになっても安心して暮らして
いける愛媛」を目指して、がん患者
さんとその家族、がんの医療・介護・
福祉に携わる方々（医療関係者）の
支援を目的として設立しました。愛媛県民のための施設であ
ること、がん患者さんのご家族はもちろんですが、がんの医
療介護福祉に携わる人々に向けても情報発信を行ってきまし
た。10周年記念イベントは、10年という節目にこれまで多
くの方々に支えていただいた感謝の気持ちを込めて、暖だん
で開催してきたイベントをお楽しみいただける体験ブースを
ご用意しました。マスク着用をお願いしての開催ではありま
したが約60名ご参加をいただきました。
　はじめの挨拶では、山下素弘病院長より「10周年を迎え
ることができたのは、これまで暖だんに関わり活動を支えて
くださったボランティアのみなさんやピアサポーターのみな
さんのお陰であり、心より感謝申し上げます」とのお礼のお
言葉から始まりました。そして、初代患者・家族総合支援セ
ンター長である谷水正人名誉院長よりビデオメッセージでお
祝いの言葉とこれからの発展に向けたエールをいただきまし
た。幸いにも暖だん準備室時代からスタッフとして関わらせ
ていただいている福島より「10年の歩み」をダイジェスト
にしてご紹介をいたしました。少しご紹介いたしますと、イ
ベントに協力していただく「暖だんイベントボランティア募
集」を行い現在までに47名ご登録いただいたこと、「みんな
の声の箱」というみなさんの体験や経験から生まれた日常生
活上の知恵や工夫を共有していただければと自由に投函でき
る仕組みづくりを行い、同時に希望するイベントやセミナー
の意見もいただいたこと、多い時はほぼ毎日何か開催してい

るほどの企画を実施していたこと、ここ３年はコロナ禍であ
り工夫をしながら開館やイベント、出張就職相談・就労相談
を実施してきたこと等を紹介しました。
　その後、設立記念式典で琴の演奏をしていただいた病院ボ
ランティア「ふれ愛」のメンバーに、10周年イベントでも
ご披露いただき、会場が優雅なお祝いムードに包まれました。
各種体験イベントも密を避けて「フラワーアレンジメント」

「アロマスプレー作り」「ケア帽子作り」「書を楽しむ」を楽
しんでいただきました。また、ハメパチ作りや塗り絵コーナー
もお子さんに大好評でした。そして、患者さんのご家族によ
る「手作りケア帽子」や職員考案の「だんだんちゃんヘルプ
キーホルダー」入りのお土産を手に、みなさん笑顔で会場を
あとにされました。「だんだんちゃんヘルプキーホルダー」は、

「治療中で辛い時にそっと気づいてほしい時にあったらいい
よね」という想いによるものです。みなさんの想いが通い合
う素敵なプレゼントをご用意することができました。ご協力
いただいた皆さまへ心より感謝申し上げます。そして何より、
コロナ禍でイベントが中止となり活動ができなかったボラン
ティアのみなさんや利用されたことのあるみなさんと久方ぶ
りにお会いすることができ、またプレゼントを片手に談笑さ
れるお姿を拝見して私たちも沢山パワーをいただくことがで
きました。
　ラベンダーリング写真展を６月26日まで暖だん、本館に
て開催しておりましたが、９月23日のラベンダーリング写真
撮影会（MAKEUP AND PHOTOS WITH SMILES）企画も
募集しておりますので是非ご応募いただければと思います。
　暖だんは、これからも患者さんやご家族のみなさんが自分
らしく、がんという病気になっても一歩ずつ歩んでいくこと
ができるよう、ほっと落ち着く安らぎの場所でありたいと思
います。そして、みなさんと共にまた一歩ずつ歩んでいきた
いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。だんだん

（ありがとう）
� （患者・家族総合支援室　福島 美幸）
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　消化器外科では、食道・胃・大腸・肝臓・胆道・膵臓など
の『消化器がんの外科治療』を担当しています。 
　手術と聞けば大きな傷を想像していた時代から、現在では、
低侵襲（体への負担が少ない）手術が主流になっています。
もちろん、高度に進行したがんに対する従来の開腹手術の利
点は未だにありますが、低侵襲手術である腹腔鏡・胸腔鏡手
術では、傷が小さくて術後の身体負担が少ないため、対象と
なりうる患者さんには積極的に提案しています。現在は、食
道がん、胃がん、大腸がん、肝臓がん、膵臓がんなど、我々
が担当している全ての臓器のがんに対して腹腔鏡・胸腔鏡手
術を行っています。 
　さらに近年では、ロボット支援内視鏡手術（ロボット手術）
が保険で行えるようになりました。ロボット手術は、高精細
な３Dモニターを有する操縦席（コンソール）から、手ぶれ
補正のついた高性能コントローラーを握る外科医が、ロボッ
ト本体であるペイシェントカートを操作して行う手術です

（ロボットが手術をするのではありません!!）。ロボット手術
の利点は、ブレのない繊細な動き、関節機能による自由度の
高い操作、３Ｄの精細画像による精密情報であり、腹腔鏡よ
りも精緻な操作ができるため、質の高い高難度手術が可能に
なると期待されています。現在は胃がん、直腸がん、膵臓が
んに対してロボット手術を行っていますが、今後はさらにロ

ボット手術の対象となる消
化器がんが増えていくと思
われます。
　消化器外科では、開腹手
術、腹腔鏡・胸腔鏡手術、
ロボット手術という３つの
手術アプローチの武器で、
一人ひとりの患者さんに最
適な手術治療を提供してい
ます。受診希望やご相談がありましたら、がん相談支援セン
ターへお気軽にお問い合わせください。

（患者・家族総合支援センター部長　羽藤 慎二）

診療科紹介○ 67 消化器外科

　がん治療は日進月歩で進化しています。近年、新規抗がん
剤が次々と開発され、進行期のがんでも長期生存が望める時
代がやってきました。例えば、がん細胞に特異的に作用する
分子標的薬、人間の持っている免疫機能を利用して効果を発
揮する免疫チェックポイント阻害薬、患者さんの遺伝子変異
を調べてオーダーメイドの治療を提供するがんゲノム医療
等、治療の選択肢は確実に増えています。
　このような新しい薬を開発するために行う臨床試験を「治
験」といいます。厚生労働省に新薬の承認申請をするため、
患者さんに実際に新薬を使って
いただき、その効果と副作用を
調べる試験です。治験は細かい
スケジュールや、守らなければ
ならないルールがたくさんあり
ます。思いもよらない副作用が
出ることもあります。
　そのため当院には、患者さん
に治験の流れを丁寧に説明した

59

臨床研究コーディネーター（CRC） り、副作用の相談に乗ったりする、治験に関わる患者さんに
寄り添うスタッフがいます。そのスタッフを「臨床研究コー
ディネーター（CRC）」と言います。
　CRCは治験患者さんの対応はもちろん、治験業務におい
て医師の補助をしたり、院内外各部門への協力を仰いだり、
治験が円滑に進むようさまざまなサポートをしています。
　今後も私たちCRCは、患者さん、医師、看護師、院内スタッ
フ、その他治験に関わる人たちが、より良い新薬開発の
One Teamとなって治験に取り組めるよう、コーディネー
トしていきたいと考えています。
� （臨床試験支援室　西岡 晶子）
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101クリニック

四国がんセンターは、初診患者さん全てが地域の医療施設からのご紹介です。ここでは、かかりつけ医
の皆さまからうかがった、さまざまなご意見をご紹介します。

101クリニック
　今回ご紹介する地域連携施設は、101（ひゃくいち）ク

リニックです。 四国がんセンターから車で30分程度の伊予

郡砥部町に位置する整形外科クリニックです。院長の吉鷹輝

仁先生は、香川県出身で1996年に岡山大学をご卒業後、奥

島病院、近森病院、岡山市民病院などに勤務し、アメリカに

も留学されていました。広島市立リハビリテーション病院か

ら、2022年10月、院長として着任し、2023年４月１日、

リニューアルオープンに伴い、病院名をみずほ整形外科から

101（ひゃくいち）クリニックに変更されました。

クリニックの特徴や心掛けていることは？
　長寿社会となり、人生100年時代と言われるようになり

ましたが、当院ではさらに101歳からの生活を思い浮かべ、

長期的な視点を取り入れた上で、今現在の身体や心のコント

ロール、治療を組み立てていきたいと考えています。仮に

101歳以上生きなくても、「ピンピンコロリに生きてかつ幸

せに生活できたらいいな」という気持ちをサポートしたいで

す。そのために重点を置きたいのは、壊れないような身体づ

くり・心づくりです。治療的な観点で整形外科の治療を行っ

た後、リハビリテーションを重要視した、予防的な活動を行

いたいと思っています。認知症が大きな社会問題となってい

ますが、身体活動の継続が認知症予防の観点で有効であるこ

とが、分かっており、長持ちするような身体づくりによって、

心づくりにも貢献できたらいいなと考えています。

ストレス解消法は？
　学生時代は、テニスやバドミントンをやっていました。今

は、身体の上手な使い方（フィットネス）に興味があります。　

時間ができれば、バドミントンをやってみたい。

四国がんセンターへの要望はありますか？
　外来でリハビリを行える患者様の紹介をお願いいたしま

す。

　吉鷹先生には、「高齢化の現状と将来像」から、自分のコ

ンセプトを熱く話していただきました。高齢化社会に対応し

ていくためには、診療やリハビリだけでなく、食生活、メン

タル面も含めて考えていかなければならないと、まだまだ、

吉鷹先生の構想は尽きないようです。今後の101クリニッ

クの発展が楽しみです。　四国がんセンターの患者さんも

五十肩や腰痛の人が多いので、今後とも四国がんセンターと

の連携をよろしくお願いします。

� （骨軟部腫瘍・整形外科　杉原 進介）

左：杉原　右：101クリニック　吉鷹先生

　当院にはリハビリ用の散歩道とし
て整備されている伊予の細道があり
ます。四季折々の花木が植えられ歩
行者の目を和ませています。４年前
に着任した時には２本あった桃の木

が、今年は１本になっていました。春に綺麗な花をたくさん
咲かせていたものの「今年は１本だから、実がならないだろ
うなぁ」と心の中で１人寂しく思っていました。そんな私の
思いは大きく覆され、例年以上に実をつけた桃の木。受粉樹
が必要ない１本の木で実がつくものだったようです。７月１
日から２日かけての豪雨をのりこえた桃を、７月４日の夕食
にゼリーとして提供させていただ
きました。
　今年は“なり年”だったようで
梅の木にもたくさんの実がなり、
ただいま梅シロップに加工してい
ます。シャーベットとして提供す
る予定です。
� （栄養管理室長　酒永 智子）

今年もたくさん桃の実がなりました
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　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、令和２年から
中止しておりました四国がんセンター地域医療連携交流会で
すが、新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ位置付けら
れたことから、令和５年７月１日（土）松山市内のホテル椿
館にて３年ぶり７回目の交流会を再開いたしました。
　前半は、スライドを使って当院の診療科と交流会に参加し
ている職員の紹介を行いました。後半は各医療機関との連携
を深める意見交換の場とさせていただき、会場は終始、和や
かな雰囲気の交流会となりました。前日から降り続いていた
大雨も昼過ぎには上がりましたが、ご多忙のところ多くの近
隣医療機関の先生方にご来席いただき心よりお礼申し上げま
す。

　６月１日から26日、中四国・九州では初となるラベンダーリ
ング写真展を当院で開催しました。ラベンダーリングは、企業
やNPO法人の有志が行っているがんサバイバー支援活動で、
メイクをしたがん患者さんの生き生きとした表情を写真に撮り
ポスターにするプロジェクトがよく知られ、本も出版されてい
ます。
　とはいえ、愛知県がんセンターでこのイベントが行われたと
いう記事を目にするまで、ラベンダーリングのことは全く知り
ませんでした。記事をきっかけに、がんと向き合い、その姿を
写真に撮ることを決めた人たちの、さまざまな思いの滲む写真
を拝見し、当院でもたくさんの人に見ていただきたいと
思いました。昨年11月よりラベンダーリングの関係者と
webでミーティングを重ね、院内の有志約20名からなる

「TEAMらべりん」が写真展の計画と実施に携わり、開催
にこぎつけました。写真展の設営と管理には、チームメ
ンバー以外にも多くのスタッフが関わっています。
　廊下の壁60mほどに約140枚のポスターを展示した本
館外来は美術館に様変わりし、写真の前に佇む患者さん
たち、また院外から来られたのではないかと思う方たち
の姿を随所でおみかけしました。外来を受診された方か
ら、「がんと診断されてからずっと落ち込んでいたが、今
日は写真展をみて力をもらえた」とのお言葉をいただき、
大変嬉しく思いました。また、設置していた感想ノートに

　これからも地域
のがん患者さんの
立場に立ち人格を
尊重し、科学と信
頼に基づいた最良
のがん医療を提供
し て 参 り ま す の
で、今後とも当院
の地域医療連携活
動にご理解ご協力をよろしくお願いいたします。
� （経営企画室長　伊藤 直樹）

はさまざまな思いを書き込んでいただき、今後のがんサバイ
バー支援に向けて新たな視点をえることができました。
　今年９月23日には、当院でラベンダーリング写真撮影会

（MAKEUP AND PHOTOS WITH SMILES）を開催いたしま
す。どれくらいの方にご応募いただいたのかまだわかりません
が、ワクワクしながら開催を準備してまいります。募集もまだ
続いています。近いうちにがんセンターのホームページでもご
案内いたしますので、ご確認、ご応募ください。
� （副院長　藤山 幹子）

地域医療連携交流会を開催しました

ラベンダーリング写真展を開催しました
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　Chatで応答し、いろんなことをしてくれるAIが登場した

というので試してみた。人の仕事を奪うらしい。しめしめ。

仕事なら売るほどある。

問い：がんセンターニュースの患者向けエッセイを、医師
目線で300文字くらいの長さで書いて
答え：

「奇跡を信じて」
　四国がんセンターで医師として働く私は、日々多くの患
者と向き合っています。その中で出会った患者の一人、山
田さんの勇気についてお伝えしたいと思います。
　山田さんは大腸がんと診断され、・・・・（山田さんの闘
病の努力、奇跡的に回復したことが書いてある）・・・・
私たちは、山田さんのような勇敢な患者と共に、奇跡を信
じて進んでいきます。

　だめだ。詐欺病院の宣伝文みたいで使えない。なにより面

白くない。ChatAIは情報をインプットしていくと改善する

らしいので、順番にダメ出ししていった。

　『勇敢じゃない患者とも進む』『進まない患者とも立ち止ま

る』『奇跡が起きないときにもそこにある』などがん診療の

基本。

　『登場人物の具体的な言動を絡ませて書け』『読み始めと終

わりで同じ事に関して見方が変わるように書け』などエッセ

イ・随筆の基本。

　それらをAIに順番に告げ、どんどん書き直させた。

　が、まだ面白くない。医師“私”のキャラクターが薄っぺ

らい。なんか趣味でも持たせてみてみろと指導すると、AI

は医師の趣味としてクラシックギターと山登りを設定した。

回答；
タイトル： 「音楽と山の出会い」
　私は医師として働く傍ら、音楽と山登りという２つの趣
味を大切にしています。ある日、山の頂上でギターを弾い
ていると、話しかけてきた患者さんがいました。彼の名前
は田中さんといいます。彼はがんの治療を受けながらも、
山の自然と音楽の魅力に惹かれていたのです。ギターが趣
味であり、わたしが山登りも心のリフレッシュ方法として
大切にしていることを知った田中さんは、私と共通点を感
じたのかもしれません。・・（略）・・医師としての誠実な
態度と心の温かさを持ち続けながら、音楽と山との出会い
を通じて新たな感動を分かち合っていきたいと思っていま
す。

　ちょっとよくなった。しかし、ボツ！

　他にもツッコミどころはあるが、なにより山道でクラシッ

クギターを弾いているやつと出会って、よけて通る人はいて

も、心を通わす人はいない。長編映画ならともかくわずか数

百文字では不可能だ。

　このまま“医師私”を“寺本”に変えて出すと容易にバレ

るだろう。手っ取り早く代筆をさせるために依頼や指導の仕

方を変えてみた。

問い：これから、順番に過去の私のエッセイを数編入れる
から、それを参考にして、同じくらいの長さのものを一つ
作って
回答：
タイトル： 「健康とぽっちゃりのバランス」
(略)・・・ダンベルを握りしめ、焼肉の香りに誘われなが
ら、私は新たな健康の道を歩み始めたのでした。

　うーん、やっぱりボツだな。

注：詳しく読みたい人は22年10月号、23年１月号、

４月号の私のエッセイをChatGPTに入れて同じ命令を

� （病理科医長　寺本 典弘）

●第二十三回　
当分AIに人が置き換えられる
日は来ない…あるいは、手抜き
エッセイ術

●現在参加者募集中の治験等情報 下記の件数は企業治験、医師主導治験、製造販売後臨床試験の「現在参加者募集中
の治験等情報」です。

●肺がん���������������23件
●乳がん���������������12件
●卵巣がん��������������2件

●子宮体がん����������2件
●胃癌��������������������5件
●食道癌�����������������2件

●大腸癌�����������������５件
●小腸癌�����������������１件
●膵臓癌�����������������１件

●固形がん��������������１件
●リンパ腫��������������3件
●膀胱がん��������������1件

●頭頸部がん����������2件
（令和５年６月30日現在）

こちらは、治験・臨床試験支援室です。このコー
ナーでは、ただ今、参加者募集中の治験等の情
報を提供しています。なお、当院HPにて、詳
細情報を公開中です。
� （治験主任　田中 有）
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作品が選ばれましたら、四国がんセンターニュース
（年４回発行）と選者発行の「俳句ライフマガジン
『100年俳句計画』」（月刊誌）へ掲載するほか、当
院ホームページ等インターネットやテレビ、ラジオ
などの各種媒体にてご紹介させていただきます。

選者：三瀬明子（俳句ライフマガジン「100年俳句計画」発行人）

退院の喜び春の海まぶし 
（森本光雅さん　39歳・男性）

　「退院の喜び」「春の海まぶし」というリズムで読ませる「句
またがり」の一句です。退院して久々に見た海の眩しさ。ここ
は「春の海」がぴったりですね。光や明るさが違います。退院
の喜びがあふれているからこそ、海もよけいに眩しくきらきら
と輝いて見えたのでしょう。

山笑うナースと祝う誕生日
（尾崎壽一さん　78歳・男性）

　病院で誕生日を過ごすということは一見寂しいことのように
感じますが、作者は、「山笑う」という素敵な季語を取り合わ
せました。山笑うは木々が芽吹き生命力あふれる春の山のこと。
ナースに祝っていただき、楽しくよい時間が過ごせたことが伝
わります。

窯変の仏一輪吾亦紅
（土くれさん　74歳・男性）

　土くれさんは俳号からして陶芸をなさっているのでしょう
か。釉薬で色が変わることを窯変（ようへん）と。窯変の仏像
に、一輪の吾亦紅（われもこう）。淡々とした映像描写に読者
は創造力を掻き立てられます。

入選

病にも夏冬休み欲しいです
（K.Rさん　75歳・女性）

　人間に夏休みや冬休みがあるように、病にも休みがあればい
いのに。そうであれば、病気も進行しないのに。可笑しみと哀
しみ、両方を感じられる表現にハッとさせられました。

入選

散歩道もんしろ蝶のおせんだち
（T.Kさん　79歳・女性）

　散歩道で出会った紋白蝶。ふわふわと前を飛んで行く様は、
どこかへ誘導しているのか、まるでお先達のように思えてきた
のです。

入選

写経する心乱れてトマト食ふ
（白くまさん　79歳・男性）

　心を落ち着けるために写経をすることが多いと思うのです
が、逆に心乱れて、トマトを食べたという作者。予想を裏切る
展開に、目が離せません。

入選

　17音からすべてを判断することは難しいのですが、無い胸
とは手術でなくされたのでしょうか。夫を見るまなざしは喜怒
哀楽どの感情でしょうか。「紅椿」が作者の情念のように感じ
られました。

紅椿無胸おさえ夫を見る
（明星操さん　74歳・女性）

入選

患者さんのご要望で生まれた四国がんセンターの俳句ポスト、「ハ
イ！一句ポスト」。大変ご好評をいただいております。設置場所は、
各階エレベーター前、図書コーナー、総合案内、支援センター「向
日葵」で、作品は随時募集中です。患者さん、ご家族、面会の方、
職員、どなたでも気軽にご投稿ください。皆さんの「自慢の一句」

「楽しい一句」をお待ちしております。

皆さんの「一句」募集中

平成29年４月～令和５年５月

608人 119件

98件
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当院は予約制を行っており、予約患者さんを優先しております
診療科 月 火 水 木 金

消 化 器

内科 食道・胃・大腸
梶　原 （化） 仁　科（化） 仁　科（化） 梶　原（化） ○ 坂　口
西　出（内） − 久　門（内） 日　野（化） 小　森（化）
− − − 長谷部（内）

肝・ 胆・ 膵 大　鶴 浅　木 大　野 − 浅　木

外科
食 道 ・ 胃 − 羽　藤 − 柿下/西脇 −
大 腸 小　林 高　津 − 小　畠 落　合
肝・ 胆・ 膵 − 大　田 − 御　厨 −

呼　吸　器

内 科 ○ 原　田 二　宮 ○ 二　宮 上　月 原　田○ 加　藤 加　藤
内 科 新 患 − ○ 原　田 ○ 上　月 加　藤 ○ 二　宮
外 科 山下（素） 上　野 山下（素） 重　松 重　松
禁 煙 外 来 − − − ○ 末　久 −

緩 和 ケ ア 内 科 ○ 末　久 ○ 三浦（耕） ○ 成　本 ○ 末　久 ○ 成　本

泌 尿 器 科
【新患/予約外は午前のみ】

橋根（FAX紹介のみ） − 橋　根 − 安　宅
湊 − 安　宅 − 湊
河　野 − 河　野 − 多　田

血 液 腫 瘍 内 科 − 吉　田 − 吉　田 −
感 染 症・ 腫 瘍 内 科 ○ 濱　田 担当医 担当医 ○ 濱　田 担当医

婦 人 科
竹原/坂井 婦人科医師 竹　原 婦人科医師 大亀/藤本
横　山 − 大　亀 − 坂　井
日比野 − 藤　本 − 横山/日比野

乳 腺 外 科
青　儀 髙　畠 髙橋（三） 青　儀 髙　畠
河　内 髙橋（三） 河　内 山下（美） ○★河内
− 山下（美） − − ○☆山下（美）

形成・再建・皮膚腫瘍外科 △ 山下（昌） ○ 山下（昌） − − ○ 松　本

頭 頸 科・ 甲 状 腺 腫 瘍 科
（耳鼻咽喉科）

門　田 担当医 門田/田原 担当医 青　井
青　井 − 青　井 − 田　原
田原/相原 − 相　原 − 相原/田口

骨軟部腫瘍・整形外科 ○杉原/○畑 △杉原/畑 ○杉原/○畑 畑 ○杉原/○畑

歯 科 口 腔 外 科 三浦（晃）/井上 井　上 井　上 三浦（晃）/古川 井　上
古　川 古　川 古　川 井　上 古　川

放　射　線 診 断 科 菅　原 桐　山 清　水 菅　原 細　川
治 療 科 濱　本 濱　本 長　㟢 神　﨑 神　﨑

麻 酔 /疼 痛 外 来 原　田 ★首藤（聡）/☆正岡 − − 武　智

併存疾患センター
【※１は院内紹介のみ】

リンパ浮腫外来 − ○ 松　本 − − ○ 山下（昌）
リンパ浮腫ケア外来 − リンパ浮腫ケア（自費） − − リンパ浮腫ケア（自費）

皮 膚 科 藤　山 藤　山 藤　山 藤　山 藤　山
眼 科 − ○ 担当医※1 − − ○ 担当医※1
循 環 器 内 科 ○ 倉　田 △ 東 ※1 ○ 倉　田 ○ 倉　田 △ 舩　田 ※1
内 分 泌 内 科 − − 松　原 ※1 − −
糖 尿 病 内 科 − ○川村/○羽立※1 ○ 担当医 ※1 − ○高門/○池田※1

ス ト ー マ 外 来 − 落　合 ○ 橋　根 ○ 小　畠 −
原 発 不 明 が ん 診 療 科 − △ 青　儀 − − −
セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医
が ん ゲ ノ ム 医 療 外 来 ○ 担当医 − 担当医 − −
遺 伝 性 が ん 診 療 科

【※2はサーベイランス外来】
△ 山　本 ○ 山　本 ※2 ○ 山　本 ○ 山　本 ※2 山　本

− △ 山　本 − ○ 大　住 −
が ん 看 護 外 来 担当看護師 担当看護師 担当看護師 担当看護師 担当看護師

が ん ド ッ ク 酒　井 徳　永 酒　井 徳　永 酒　井
…予約のみ　○…午前のみ　△…午後のみ　★…奇数週　☆…偶数週　（化）…化学療法担当　（内）…内視鏡治療担当

※診療担当は変更する場合がありますので、事前にご確認ください。

外来診療一覧表

環　　境

呼吸器内科
呼吸器外科
消化器内科
消化器外科
精神腫瘍科
緩和ケア内科
ストーマ外来
禁煙外来
泌尿器科
血液腫瘍内科
感染症・腫瘍内科
セカンドオピニオン
遺伝性がん診療科
がん看護外来

乳腺外科
婦人科
頭頸科・甲状腺腫瘍科
骨軟部腫瘍・整形外科
形成・再建・皮膚腫瘍外科
リハビリテーション科
リンパ浮腫
放射線診断科
放射線治療科
病理診断科
歯科
麻酔科・疼痛外来
がんドック
原発不明がん診療科

診療内容

病 床 数� 368床

●新患受付時間� 7：30〜12：00
●診 療 時 間� 8：30〜17：15
休診日：土・日・祝日及び年末年始

〒791-0280
愛媛県松山市南梅本町甲160
TEL：089-999-1111
FAX：089-999-1100
https://shikoku-cc.hosp.go.jp

担当医は変更となる場合があります
のでご了承ください

　“いで湯と城と文学の街”ここ愛媛の
松山はノスタルジックあふれる城下町。
　当院はこの城下町の南東に位置し、
東に霊峰石鎚、北に道後温泉、西に伊
予灘を望み、自然に恵まれた最高の療
養環境に立地しています。
　交通機関も伊予鉄巡回バスの運行な
ど便を増やすことで来院も便利になり
ました。
　今後も患者さんの視点に立った細か
な配慮を心がけ、西日本を代表する「が
ん専門病院」として精進いたします。

四国がんセンター概要

伊予郡砥部町　通
とおりたにいけ

谷池（全国ため池百選）
撮影：高市 瑞穂


